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後
援
会
・
支
持
者
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を

迎
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
格
別
の
ご
支
援
ご
指
導

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
山
本
せ
い
ご
」
を
議
会
に
送
り
出

し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
は
や
任
期
の

４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
２
１

年
５
月
２
２
日
始
め
て
庁
舎
５
階
の

議
場
に
入
っ
た
時
の
緊
張
感
は
格
別

の
思
い
で
し
た
。
以
後
選
挙
で
皆
様

と
お
約
束
し
た
公
約
に
基
づ
き
全
力

投
球
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

住
民
目
線
で
「
是
々
非
々
」
の
四

年
間
の
活
動
に
、
更
な
る
ご
理
解
と
、

信
任
を
い
た
だ
き
、
二
期
目
を
目
指

し
が
ん
ば
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
力
強
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

四
年
間
の
活
動
を
評
価
い
た
だ
き 

二
期
目
の
挑
戦
に
ご
支
援
を
！ 

精
華
町
議
会
議
員 

 

山
本 

せ
い
ご

■
議
員
活
動
４
年
間
の
と
り
く
み 

（
１
）
バ
ブ
ル
の
ツ
ケ
、
精
華
町
財
政
の
透
明
化
と 

税
金
の
適
正
運
用
に
是
々
非
々 

バ
ブ
ル
期
に
町
の
発
展
の
た
め
借

金
を
し
て
多
額
の
投
資
を
し
、
学

研
都
市
精
華
町
を
築
き
あ
げ
て
き

ま
し
た
が
そ
の
ツ
ケ
が
現
在
ま
で

尾
を
引
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
解
消
の
た
め
に
、
基
金
の
繰
り
入
れ
も
含

め
て
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
が
貯
金
（
基
金
）

も
減
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、

税
金
の
無
駄
遣
い
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。 

 
①
土
地
開
発
公
社
の
塩
漬
け
土
地
の
買
い
戻
し
を

求
め
る
経
費
の
削
減
。 

②
精
華
病
院
の
黒
字
転
換
に
よ
り
、
貸
付
金
１
億

円
を
や
め
る
修
正
案
を
提
出
。 

③
消
防
庁
舎
を
町
の
所
有
地
に
建
て
替
え
、
現
消

防
庁
舎
地
の
売
却
益
を
建
築
費
用
に
充
当
。 

④
ほ
う
そ
の
保
育
所
の
建
設
地
の
農
地
を
、
宅
地

並
み
の
高
値
で
な
く
適
正
価
格
で
の
買
収
。 

⑤
建
物
賃
借
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
町
庁
舎
４
階
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
へ
移
転
に
よ
る
賃
借
料
節
減
。 

⑥
新
環
境
セ
ン
タ
ー
の
適
正
規
模
建
設
と
、
西
部

塵
埃
処
理
組
合
の
精
華
町
に
権
利
あ
る
基
金
を

早
急
に
町
財
政
に
戻
し
活
用
。 
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⑦
談
合
防
止
の
環
境
作
り
に
電
子
入
札
の
導
入 

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
公
表
、 

及
び
随
時
契
約
の
公
表
な
ど
に
よ
る
入
札
の 

透
明
化
と
適
正
価
格
入
札
。 

⑧
自
治
体
財
政
を
数
値
的
に
分
析
し
、
町
財
政
の 

危
機
度
を
指
摘
し
更
な
る
対
策
を
要
求
。 

   

（
２
）心
の
か
よ
う
福
祉
、 

温
か
い
心
で
接
す
る
行
政
を
求
め
る
。 

 

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
病
気
に
苦
し
む
人
た 

ち
に
温
か
い
心
で
接
す
る
行
政
を
求
め
、
現
行 

制
度
の
血
の
通
っ
た
運
用
と
充
実
を
求
め
ま
し 

 

た
。 

 

①
窓
口
の
て
い
ね
い
な
制
度
全
般
に
亘
る
説
明
。 

②
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
相
談
窓
口
の
常
設
。 

③
在
宅
療
養
の
要
で
あ
る
行
政
、
医
者
、
看
護
師
、

介
護
師
な
ど
の
連
携
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す 

地
域
包
括
制
度
の
充
実
。 

 

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
２
４
時
間 

体
制
や
土
日
の
緊
急
時
対
応
。 

・
在
宅
支
援
病
院
や
診
療
所
、
地
域
包
括
支
援
セ 

ン
タ
ー
、
看
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
含
ん
だ
在
宅 

医
療
連
携
拠
点
の
設
置
と
、
そ
の
連
携
強
化
。 

・
行
政
が
積
極
的
に
そ
の
役
割
り
を
果
た
し
、 

医
療
・
介
護
・
看
護
の
充
実
。 

・
介
護
を
す
る
人
た
ち
の
町
の
支
援
体
制
の
充
実
。 

・
相
楽
作
業
所
へ
の
予
算
の
確
保
と
支
援
。 

・
高
齢
者
や
弱
者
に
配
慮
し
た
災
害
対
策
。 

UTH 
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■
混

 
 

 
 

昨
年

得
、

自
信

題
、ま

た

 

政
治

 
  

 

滞
か

迷
し
た
政
治
、
疲
弊
す
る
経
済
、

 

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
心
を
癒
し
た
２
０
１
２
年

 

は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
、
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
史
上

多
の
３
８
個
の
メ
ダ
ル
獲

山
中
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
、
日
本
人
の

を
取
り
戻
す
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
国
政
に
お
い
て
は
、
原
発
再
稼
動
と
電
力
問

TPP

問
題
、
消
費
増
税
、
に
加
え
、
竹
島
、
尖
閣

列
島
の
領
土
問
題
に
揺
れ
動
き
、
新
党
乱
立
の
衆
院
選

挙
な
ど
混
沌
と
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
経
済
に
お
い
て
も
、
欧
米
の
金
融
危
機
と
景
気

後
退
、
円
高
に
加
え
中
韓
の
反
日
・
不
買
運
動
な
ど
か

ら
国
際
競
争
力
を
失
い
、
大
幅
な
減
速
を
余
儀
な
く
さ

れ
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
り
ま
す
。 

、
い
じ
め
問
題
、
中
央
道
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
、

豪
雨
や
竜
巻
災
害
な
ど
新
た
な
社
会
問
題
、
環
境
問
題

な
ど
全
般
に
暗
い
１
年
で
あ
っ
た
感
は
否
め
ま
せ
ん
。 

 

■
２
０
１
３
年
は
巳
年
・
「
起
こ
る
・
始
ま
る
・
定
ま

る
」
の
意
味
が
あ
り
、
「
復
活
と
再
生
」
を
連
想
す

る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
経
済
・
社
会
環
境
で
日
本

 
 
 
 
 
 
 

の
復
活
と
再
生
へ
の
起
点
と
な
っ

 
 
 
 
 
 
 

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
域
住
民
と

も
近
い
町
行
政
・
町 

議
会
も
自
主
自
立
し
た
活
動
で
、
停

 

ら
発
展
へ
の
舵
切
り
を
期
待

 

し
た
い
も
の
で
す
。 

（
事
務
局
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

本
年

 

 

後
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

二
期
目
に
向
け
て
の
活
動
を

ご
支
援
く
だ
さ
い
。

 

会
事
務
局
一
同

（
３

 

 

 

 

）地
域
の
問
題
の
と
り
く
み

 
①
農
業
問
題

・
農
作
物
の
獣
類
被
害
対
策
と
補
助
費
を
要
望
。

 

・
道
の
駅
の
提
案
、
地
産
地
消
の
推
進
。

 

②
道
路
関
係

・
山
手
幹
線
南
進
の
事
業
実
現
の
推
進
。

 

・
谷
川
氾
濫
に
対
す
る
河
川
改
修
の
要
求
。

 

・
地
域
の
道
路
改
修
整
備
基
準
の
設
定
要
望
。

・
通
学
路
安
全
対
策
の
エ
リ
ア
制
限
速
度
規
制
。

 

（
南
稲
通
学
路
に
信
号
設
置
、
歩
道
確
保
な
ど
） 

③
自

 

４

 

（
５

 (

６

衛
隊
基
地
の
安
全
と
情
報
開
示
の
要
求
。

(
)

請
願
・
紹
介
議
員
と
し
て
取
り
組
み 

①
小
・
中
学
校
全
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
。

②
く
る
り
ん
バ
ス
の
径
路
・
停
留
所
の
見
直
し
。

）
議
会
改
革

自
ら
身
を
切
る
「
議
員
定
数
削
減
」
を
は

じ
め
、
開
か
れ
た
議
会
、
住
民
の
皆
様
に

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
議
会
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

①
永
年
の
課
題
の
議
員
定
数
削
減
は
、
自
ら
議
員

提
案
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て
賛
同
を
得
て
実
現

②
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
録
画
放
映

に
と
り
く
み
実
現
。(

委
員
会
中
継
へ
拡
大
中) 

③
政
務
調
査
費
の
健
全
使
用
、
議
員
研
修
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
化
な
ど
経
費
節
減
を
実
施
。  

④
議
会
倫
理
条
例
の
制
定
に
尽
力
（
継
続
中
）

)

議
員
活
動
情
報
の
発
信(

報
告) 

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
議
員
活
動
を
初
年

度
よ
り
「
議
会
だ
よ
り
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ

グ
」
で
継
続
し
て
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

22→18
議員定数 

ロ

■
二
期
目
に
向
け
て
の
決
意 

 野る
）

望
に

（の
こ

 

①
ム映

す

 

町
（
地
方
）
議
会
に
は
、
国
の
よ
う
に
与
党
や

党
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
議
会
の
二
元
代
表
制

（
首
長
と
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
選
ば
れ

に
お
け
る
議
員
の
重
要
な
役
割
は
、
住
民
要

こ
た
え
る
と
共
に
、
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク

監
視
・
評
価
）
機
能
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
こ

と
を
肝
に
銘
じ
議
員
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

ダ
の
な
い
税
金
の
執
行
、
有
効
な
事
業
の
執

行
、
透
明
性
あ
る
行
政
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

②
福
祉
、
安
全
、
安
心
を

重
点
と
し
て
、
地
域

の
課
題
・
住
民
要
望
に
取
り
組
み
ま
す
。 

③
精
華
町
が
明
る
い
未
来
を
自
ら
発
信
し
て
い
く

力
強
い
「
ま
ち
」
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

④
議
員
定
数
が
１
８
名
に
な
る
こ
と
か
ら
、
一
層

の
議
会
改
革
を
進
め
ま
す
。 

⑤
議
員
と
し
て
レ
ベ
ル
向
上
を
図
り
、
民
意
を
反

る
提
案
型
議
会
へ
の
転
換
に
努
め
ま
す
。 

常
に
、
住
民
目
線
で
の
「
是
々
非
々
」
に
徹
し
、

定
数
削
減
に
尽
く
し
た
力
で
一
層
の
改
革
を
目
指

し
２
期
目
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 


